
ツマグロヨコバイの卵寄生蜂，トビイロウンカ

タマゴバチ成車の日令と寄生活動について

（ヨコバイ類の天敵に関する研究4．）

三　　　浦

　On　the　Paras1t1c　Act1▽1ty　and－the　Age　m　Days　of　Adu1t

肋グαoθη炉o肋伽6oz（IsHII）（Hymenoptera　Tr1chogra血血at1d－ae），

　　　　an　Egg　Paras1te　of　the　Green　R1ce　LeafhopPer，

　Nφ1zo柘肋エα肌肋θヵ3UHLER（Homoptera・De1tocepha11dae）

　　　　（Stud1es　on　Natura1Enem1es　of　LeafhopPers4）

　　　　　　　　　　　　Tadash1MIURA

は　じ　め　に

　トビイロウンカM1砂〃洲α肱1〃96〃3St倉1やツマグ

ロヨコバイ1〉；θμ0肋伽0加6ガ6ゆUHLERの卵寄生

蜂，トビイロウンカタマゴバチP〃伽ω肋肋伽∂0ゴ

（ISHn）は西日本各地において，　ンマクロヨコハイの重

要な天敵としての役割を果たしている．本種に関する研
　　　　　　1）　　　　　　　　　　　　12）　　　　　4）　　　　　9）

究も江崎・橋本，安松・渡辺，久野，織田，SASABA
　　　　　　10）　　　　　3）　　　6，7，8）　　　　　　　　　　　　　　　　　11）

and　KIRITANI，法橋，三浦，VUNGSILABUTRによ

って進められてきた．本種の成虫の生存日数は蜂自体の

寄生活動に影響されていて，羽化後における寄主発見と

深い関係にあるように考えられるので，寄主発見にてま

どった個体の寄生活動がどのように変化するかを明らか

にする目的で，成虫の日令と寄主をあたえた後の寄生卵

をめやすとして，寄生活動を吟味した．

材料と方法

　実験に供試した寄生蜂は，水田で採集したツマグロヨ

コバイの卵から羽化した個体を，更にツマグロヨコバイ

の卵を寄主として増殖したものである．

　蜂の日令を，羽化1日，4日，8日，12日，16日目の

5段階とした．所定の日令に達するまでの蜂は1頭ずつ

試験管に収容し，蜂蜜を餌として26◎Cの定温下に保護

した．日令に達した蜂には，寄主卵令3日以内の卵塊を

イネの幼茜に産付されたま㌧の状態であたえ，24時間毎

※　昆虫管理学研究室

に新しい寄主卵塊と交換し，蜂が死亡するまで供給し

た．蜂の産卵に不足を生じないように常に寄主卵は多量

にあたえた　飼育は両切のカラス憤（17×18cm）を使

用し，下の端からイネ幼苗を挿入し，根を脱脂綿で巻

き，ガラス管の上の端はナイロンゴースをかぶせた．寄

主をあたえてからの飼育は30◎C，16時間日長とした．

　蜂に24時間接触させた寄主卵塊は，イネの幼苗のま㌧

大形ガラス管に移し，寄主，寄生蜂の発育をまった．

　この実験は，蜂の日令別に30頭を使用し，15頭は寄主

をあたえた後も蜂蜜を給餌し，15頭には寄主をあたえた

時から蜂蜜給餌を中止して水だけを給餌した．

　寄生卵の調査では，蜂の寄生による寄主卵の黒化と寄

生蜂が羽化した卵の数を記録した．

結　　　　果

　この実験に使用した蜂は羽化直後から蜂蜜を餌とし，

所定の日令に達するまで寄主があたえられていないの

で，自然個体群に比較すれば生存日数の長い個体を供試

したことになる．

　I　寄生活動時に蜂蜜を給餌した場合

1）日令1日目から寄主をあたえた区

　寄主卵をあたえた1日目に，蜂1頭当り平均16．5個の

寄生卵を生じ，2日目に8．5，3日目に2，4日目にO．9

個の寄生卵が生じた．蜂の平均生存日数は5日となっ

た．7日も生存した個体もいたが，寄主をあたえて4日

目を最後に寄生卵は生じなかった．15頭の蜂はOから52
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個の寄主卵に寄生し，蜂1頭当り平均27．9個の寄生卵を

生じた．

2）目令4日目から寄主をあたえた区

　寄主卵をあたえた1日目に蜂1頭当り，平均14．1個，

2日目O．4個の寄生卵を生じた．蜂は寄主をあたえてか

ら平均2．5日生存した．日令4日と合せて6．5日の生存日

数を示した．蜂1頭当り平均14．5個の寄生卵を生じた．

3）日令8日目から寄主をあたえた区

　1日目に蜂1頭当り平均11．1個，2日目に1個の寄生

卵を生じた．蜂は寄主をあたえてから平均2．9日生存し，

日令8日と合せると，10．9日の生存日数となった．蜂1

頭当りの寄生卵は平均12．1個であっ

た．

4）日令12日目から寄主をあたえた

　区

　1日目に蜂1頭当り，平均11．9

個，2日目にO．2個の寄生卵を生じ

た．寄主をあたえてから平均3．1日

生存し，日令12日と合せると，15．1

日の生存日数となった．蜂1頭当り

の寄生卵は平均12．1個となった．

5）日令16日目から寄主をあたえた

　区

　1日目にO．9個の寄生卵を生じた

だけであった．寄主をあたえてから

平均2．1日生存し，　日令16日と合せ

て，18．1日の生存日数を示した．蜂

1頭当り平均0．9個の寄生卵を生じ

た．蜂の日令と寄生卵発生の経遇を

第1図に示した．

　1皿　寄生活動時に水を給餌した場

　　合

1）日令1日目から寄主をあたえた

　区

　1日目に蜂1頭当り，平均16．8

偶，2日目に4．9イ固，　3日目に1．1個

の寄生卵を生じた．蜂の生存日数は

平均2．7日となった．蜂1頭当りの

寄生卵は平均22．8個であった．

2）日令4日目から寄主をあたえた

　区

　エ日目に蜂1頭当り，平均16．9

傾，2日目に5．5偶，　3日目にO．5個

の寄生卵を生じた．寄主をあたえて

から平均2．5日生存し，日令4日と

合せて6．5日の生存日数であった．

蜂は1頭当り平均22．9個の寄生卵を生じた．

3）日令8日目から寄主をあたえた区

　1日目に蜂1頭当り，平均10．1個，2日目にO．5個の

寄生卵を生じた．寄主をあたえてから平均2．4日生存し，

日令8日と合せて10．4日の生存日数であった．蜂1頭当

り，平均10．7個の寄生卵を生じた．

4）日令12日目から寄主をあたえた区

　1日目に蜂1頭当り，平均O．8個，2日目にO．1偶の寄

生卵を生じた．寄主をあたえてから平均2．3日生脊し，

日令12日と合せて，14．3日の生存日数となった．蜂1頭

当り，平均O．蝸の寄生卵を生じた．
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F1g3The　re1at1on　between　the　number　of
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　adu1t　Pαクη6θ〃乏ズ0ろ加α刀∂0え

5）日令16日目から寄主をあたえた区

　1日目に蜂1頭当り，平均O．7個の寄生卵を生じたの

みであった．寄主をあたえてから1．9日生存し，日令16

日と合せて17．9日の生存日数であった．蜂1頭当り，平

均O．7個の寄生卵を生じた．蜂の日令と寄生卵発生の経

過を第2図に示した．

　　　　　　　　　考　　　　察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）
　本種の産卵については，VUNGSILABUTRの調査が

あり，通常の場合に蜂は。寄羊卵に｝個の卵を産下する

ことが明らかにされている．今回の実験では産下卵の調

査まではできなかったが，野外調査の結果からも1寄主

1卵のようである．今回の実験において寄主卵の死亡数

も記録したが，死亡卵はかなりの数にのぽった．蜂の日

令の若い区に比較的死亡卵が多い傾向がみられた．死亡

卵の原因は未受精によるもの，寄生蜂の寄生初期のもの

などが主たるものと考えられる。試みに死亡卵と寄生卵

の合計を蜂1頭当りに計算すると，日令8日までの区で
　　　　　　　　　11）
は，VUNGSILABUTRの報告した蜂1頭の平均産卵数

に極めて近似した値が得られた．この日令8日以上の日

数が進んだ区では日令の進行につれて，上記の値が小さ

くなっていく．もちろん，寄主卵の死亡原因がすべて寄

生初期のものとは考えられないが，死亡卵の中に相当数

の寄生卵の死亡が混じっているものと考えられる．

　本種は羽化当日から産卵行動をはじめ，数目間で終
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
る．羽化直後にすでに成熟卵をもっている，FLANDERS

のいうpr0－ovigenicなカテゴリーに属する種である．

　蜂の羽化直後から寄生活動を終って死亡するまで蜂蜜

を給餌した場合と，寄生活動時に水だけ給餌した場合を

比較してみると，蜂の日令1日目に寄主をあたえた区に

おいて，生存日数に大差が生じた．寄生活動時に水だけ

給餌されている状態は白然条件下と全く向じである．事

実，本種の実験室での寄生活動期間は水だけ給餌された

区と同様な傾向を示す．蜂蜜給餌によって生存日数を延

長できることが明らかとなった．

　蜂蜜を給餌することによって寄生卵の増加をもたらす

かどうかをみると，蜂の日令が若い区では明らかでない
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が，日令12日，16日目から寄主をあたえた区において蜂

蜜と水給餌の差が少しみられるように考える．これらの

数値を第1表及び第3図に示した．

　蜂1頭当りの寄生卵数は，蜂の日令が4日から8日ま

で，あるいは12日目まで大差は認められない．16日目

（蜂蜜給餌），12日目（水給餌）では寄生卵数が極端に

減少する．これらの区における寄生卵の減少は，卵吸収

とエネルギー消費による産卵能力の低下から生ずるもの

であろう．

　本種は羽化後1日目に寄主をあたえると，総産卵数の

60％から70％を産下する．この傾向は蜂の日令が進み，

産卵期間の短縮や産下卵の数が少ない場合は初日の産卵

率が特に高くなる．
　　5）
　梶田はハネナガツヤコバチA砂脇0妙加g〃“伽ゴ・1〃∫

（CRAW）の日令と産卵数の関係を調べた．この蜂も

pro－0vigenicな種に属するが，25．Cの温度条件下で蜂

蜜を餌として飼育しても，羽化後4日間寄主をあたえな

いだけで，峰1頭当りの総産卵数が始に減少したと報告

している．トビイロウンカタマゴバチの場合は，寄生活

動時に蜂蜜を給餌した場合において，日令1日目から寄

主をあたえた区に対して，日令4日目で約46％，日令12

日目で約58％，16日目で96％の寄生卵が減少した．寄生

活動時に水だけ給餌した場合においては，日令1日目区

に対して，8日目で52％，12日目で96％が減少した．梶

田の（ネナガツヤコバチに比較すると，寄生卵の減少速

度がおそく，従って卵吸収がにぶいものと考えられる．

　以上の実験の結果からみて，本種の日令と寄生卵の発

生状況からみて，日令が進むほど産卵能力が低下する

が，蜂蜜を給餌して蜂の生存日数を延ばしても，12日が

限界で，それ以上になると産卵能力がほとんど無くな

る．蜂蜜給餌で生存日数を延ぱし，寄生活動時に水だけ

給餌した場合は日令8日が限界で，それ以上になると産

卵能力が無くなることがわカ）った．

お　わ　り　に

で平均27．9個の寄生卵，日令4日区で14．5，日令8日区

で12．1，日令12日区で12．1，　日令16日区でO．9個の寄生

卵を生じた．寄生活動期間に水だけあたえた場合は，日

令1日区で22．8，日令4日区で22．9，日令8日区で10．7

日令12日区でO．9，日令16日区でO．7個の寄生卵を生じ，

寄生活動は日令に影響され，日令が進むほど寄生卵が減

少していった．

　本種は羽化後2日から3目の問に産卵活動をする．そ

して羽化後1日目に最も多くの卵を産下する．羽化成虫

に蜂蜜をあたえると，生存日数は延長するが，産卵数の

増加はないようで，この実験における寄生卵数が，蜂蜜

をあたえた場合と水をあたえた場合でそれほど差を示さ

なかった．日令が進むほど卵吸収が起るものと考えられ

た．
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　この報告は，ツマグロヨコバイの卵寄生蜂，トビイロ

ウンカタマゴバヂの成虫の日令と寄生活動の関係につい

ての実験結果である．

　トビイロウンカタマゴバヂ成虫の羽化後，所定の日令

に達するまで蜂蜜をあたえて飼育し，日令に達した成虫

は寄主卵塊をあたえ，寄生活動期間も蜂蜜をあたえたも

のと，寄生活動期間は水だけあたえたものと寄主に対す

る寄生卵数を比較した．寄生活動の期間に蜂蜜をあたえ

た場合の寄生蜂の日令と寄生卵数の関係は，日令1日区
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Summary 

Paracentrobia. andoi (ISHn) is one of the dominant egg parasites of Nephotettix 

cincticeps UHLER in Japan. Under a laboratory condition, when honey was given 

as diet, P. andoi deposited eggs on the average 27.9, 14.5, 12.1, 12.1 and 0.9 
host eggs on the Ist, 4th, 8th, 12th and 16th day after emergence, respectively 

When the diet was water alone, however, parasitized eggs lowered, and the 
average numbers were 22.8, 22.9, 10.7, 0.9 and 0.7 on the respective days. The 

highest egg depositing period ranged Lrom 2 to 3 days after emergence and a 
large part of eggs was deposited on the first day of oviposition. The duration 0L 

adult life of P, andoi was prolonged by giving honey. From the results obtained 

in the present experiment, it could be considered that P, andoi is a pro-ovigenic 

parasrte 


